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に

第
一
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邦
最
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守
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と
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憲
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節
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て
、
初
中
等
教
育
過
程
仁

い
て
検
討
す
る
。
さ
ら

す
る
こ
と
を
試
み
て
い
た

第
二
章

前
章
に
お
い
て
検
討
し
た
第
一
波
人
民
立
憲
主
義
論
に
対
し
て
は
、
現
在
の
合
衆
国
に
お
け
る
立
憲
制
に
お
い
て
、
「
司
法
権
の
優

越
」
が
不
可
欠
の
前
提
で
あ
る
と
の
立
場
に
立
つ
論
者
ら
か
ら
、
と
り
わ
け
タ
シ
ュ
ネ
ッ
ト
及
び
ク
レ
イ
マ
ー
の
議
論
を
中
心
に
批
判

が
展
開
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
批
判
と
し
て
、
ガ
ー
ウ
ィ
ッ
ツ
マ
ン

ま
た
、
こ
う
し
た
批
判
に
呼
応
す
る
か
た
ち
で
、
人
民
立
憲
主
義
論
を
支
持
す
る
憲
法
学
者
の
間
で
は
、
司
法
の
優
越
的
地
位
を
認

め
つ
つ
、
民
主
的
政
治
過
程
を
通
じ
た
立
憲
制
の
実
現
に
焦
点
を
当
て
る
立
場
の
反
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
第

一
派
の
論
者
と
は
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
憲
法
教
育
、
連
邦
議
会
及
び
連
邦
最
高
裁
を
人
民
立
憲
主
義
論
の
立
場
か
ら
実
証
的
に
再
検
討

｀
第
二
節
）
。

ロ
丁
」
入
情
を
概
観
す
る
こ
と
に
ー
ふ
/
／
ー
1

（
二
）
グ
リ

（
三
）
シ
ー

第
三
節
本
章

お
わ
り
に
（
以
ー

と
も
い
う
べ

(/>

そ
の
上
で
、
第
二
派
人
民
立
憲
主
義
論
者
が
示
唆
す
る
憲
法
保
障
が
、
政
治
的
な
循
環
過
程
に
お
い
て
展
開
さ
れ
う
る
社
会
的
条
件

w
i
n
 C
h
e
m
e
r
i
n
s
k
y
)

に
よ
る
主
張
を
取
り
上
げ
る

（
第
一
節
）
。

(Doni G
e
r
w
i
t
z
m
a
n
)

と
チ
ェ
メ
リ
ン
ス
キ
ー

(
E
r
 ,
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波
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憲
主
義
論
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す
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と
第
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波
の
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開
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()る「人民」の位相（三・完）

詞
い
団
に
よ
る
ロ
ビ
イ
ン
グ
の

て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
X

ー
ウ
ィ
ッ
ツ
マ
ン
に
よ

社
会
運
動
、

重
要
な
要
素
と
な
る
。

八
民
立
憲
主
義
論
の
論
者
、
し
ロ

七

n2
仁艮

第
一
波
人
民
立
憲
主
鴨
論

で
あ
る
」
と
答
え
て
い

ん
九
八
年
の
世
論
調
査
で

(/>

へ
口
凩
国
民
に
お
け
る

連
邦
議
会

，
こ
は
、
第
一
に
、
合
衆
国
□

民
意
は
、
政
治
指
導
者
の
情
報
操
作
に
従
属
し
が
ち
で
あ
り
、
総
じ
て
不
安
定
な
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
連
邦
選
挙
委
員
会

(
F
e
d
e
r
a
l
E
l
e
c
t
i
o
n
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)
 

＇
」
対
す
る
根
強
い
不
信
感
か
/

は
、
概
し
て
こ
れ
ら
の
主
体
を
理
想
化
し
過
ぎ
て
い
る
と
の
批
判
を
、
政
治
学
に
お
け
る
実
証
研
究
の
成
果
に
基
づ
き
展
開
す
る
。

具
体
的
に
は
、
政
治
学
の
実
証
研
究
に
よ
る
と
、
合
衆
国
に
お
け
る
実
際
の
憲
法
文
化
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
提
示
さ
れ
う

る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
実
際
の
政
治
過
程
に
対
し
て
関
与
す
る
主
体
は
、
全
体
の
比
較
的
少
数
に
留
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
一
に
、

ま
ず
は
、
第
一
の
政
治
過
程
に
対
す
る
一
般
国
民
の
関
与
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
民
主
的
政
治
過
程
に
よ
る
憲
法
保

障
を
志
向
す
る
人
民
立
憲
主
義
論
に
お
い
て
は
、
連
邦
議
会
が
、
社
会
運
動
及
び
利
益
集
団
に
対
応
し
て
、
人
民
に
よ
る
憲
法
解
釈
の

主
要
な
媒
介
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
存
在
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
も
ま
た
、
人
民
立
憲
主
義
論
に
お
い
て
は

の
統
計
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、

お
け
る
有
権
者
の
投
票
率
は
約
六
三
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
‘
―

1
0
0
0
年
大
統
領
選
の
時
点
で
は
約
五
一
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

ー

ま
た
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
こ
う
し
た
投
票
率
の
低
下
は
、
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、
政
治
情
報
の
取
得
コ
ス
ト
が
低
く
な
り
、
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f
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一
九
六

0
年
の
大
統
領
選
に

マ
ン
は
、
人
民
立
憲
主
仄
へ
虞

政
党
、
州
政
府
、

923 [2017. l] 



り〉 与
え
る
影
響
が
か
な
り
大
き
い
と
言
え
よ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、

大
衆
へ
の
印
象
操
作
を
容
易
に
す
る
が
、
こ
れ
は
と
り
わ
け
憲
法
間
題
の
よ
う
な
専
門
性
の
高
い
領
域
で
は
と
り
わ
け
顕
著
な
の
で
あ

以
上
の
検
討
か
ら
、
ガ
ー
ウ
ィ
ッ
ツ
マ
ン
は
、
実
際
の
一
般
的
な
合
衆
国
民
は
、
司
法
審
壺
に
よ
る
憲
法
保
障
を
、
自
身
の
労
力
負

担
が
少
な
く
、
政
治
過
程
よ
り
も
理
知
的
な
決
定
過
程
で
あ
る
と
し
て
よ
り
好
ま
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
と
主
張
す
る
。
事
実
、
世

一
般
国
民
は
、
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
合
衆
国
の
政
治
的
潮
流
及
び
社
会
運
動
に
対
す
る
一
定
の
対
応
を
評
価
し

て
お
り
、
行
政
、
立
法
よ
り
も
司
法
へ
の
椙
頼
性
の
方
が
高
い
。

を
煩
わ
し
く
感
じ
て
お
い

は
、
特
徴
的
な
憲
ザ
/
ペ
ロ

ー
ウ
ィ
ッ
ツ
マ
ン
は
、

論
調
壺
に
お
い
て
も
、

る。 決
に
対
す
る
態
度
を
調
査
す
る
こ
と
は
、

l
た
、
第
二
の
背
景
と
し
て

(/>

~J 

1
、
9,

あ
る
最
高
裁

こ
う
し
た
立
法
府
へ
の

8
)
 

（
 

ハ
こ
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、

い
こ
思
っ
て
お
り
、
し
か
も
S

憲
法
文
化
に
コ
ミ
ッ
ト
：
ハ

t
法
府
へ
の
柑
対
的
な
信
い
＂
」

一
般
市
民
に
お
け
る
政
治
知
識
の
欠
如
は
、

を
挙
げ
る
。
例
え
ば
、

思
表
示
を
重
視
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
選
挙
の
際
に
、
無
数
の
憲
法
上
の
争
点
に
対
す
る
候
補
者
の
態
度
を
精
壺
す
る
こ
と

と
い
う
の
も
、
憲
法
判
断
の
正
否
に
関
し
て
関
連
情
報
を
収
集
分
析
し
た
上
で
自
分
の
態
度
を
明
確
に
し
、
加
え
て
、
政
治
家
の
各
判

一
般
の
人
々
に
と
っ
て
非
常
に
労
力
の
か
か
る
仕
事
だ
か
ら
で
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
憔
論
形
成
に
お
い
て
は
、
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
専
門
官
僚
、

は
、
そ
う
し
た
選
挙
に

¥
人
民
に
よ

臼
害
を
反
映
し
た
機
関
で
し

ロ
ビ
イ
ス
ト
と
い
っ
た
政
治
エ
リ
ー
ト
の

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
殆
ど
の
一
般
的
な
合
衆
国
民
は
、
憲
法
判
断
の
形
成
へ
時
間
を
割
く
こ
と
を
好
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
訟6

 
6
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＇
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で

(
4
)
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()る「人民」の位相（三・完）

い
一
般
の
人
に
と
っ
て
、

り
ェ
難
で
あ
る
と
い

ニ
に
、
人
民
立
憲
王
義
[
“

f
9
:
/
5

わ
ち
、
違
憲
訴
訟

は
こ
れ
ま
で
も
顕
著
に
見
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
て
人
々
の
信
頼
を
門

0
で
あ
る
。

は
な
い
。
加
え
て
、

パ
ー
た
合
衆
国
の
政
治
文
化
に

しl

つ

チ
ェ
メ
リ
ン
ス
キ
ー
は
、
人
民
立
憲
主
義
論
が
見
誤
っ
て
い
る
点
を
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

＇
」
対
す
る
ア
ク
セ
ス
の
方
か

、
今
後
も
改
善
さ
れ

シ
ュ
判
決
以
降
も
、

同
じ
く
、
チ
ェ
メ
リ
ン
ス
キ
ー
も
ま
た
、
人
民
立
憲
主
義
論
の
主
張
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
実
際
の
憲
法
保
障
が
逆
説
的
に
阻
害
さ

れ
う
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
チ
ェ
メ
リ
ン
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
人
民
立
憲
主
義
論
は
、
自
由
お
よ
び
平
等
を
促
進
さ
せ
る
目
的
で
違ご`

憲
審
壺
を
行
使
す
る
こ
と
を
も
、
裁
判
官
に
対
し
て
躊
躇
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
す
点
で
、
長
期
的
に
見
て
望
ま
し
い
と
言
え
な
い
。

第
一
に
、
人
民
立
憲
主
義
論
は
、
そ
の
保
守
化
が
喧
伝
さ
れ
た
レ
ー
ン
キ
ス
ト
・
コ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
特
定
の
領
域
に
お
い
て
は
、

個
人
の
権
利
保
護
へ
の
進
展
が
見
ら
れ
た
と
い
う
事
実
を
無
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
同
性
愛
者
間
で
の
同
意
に
基
づ
く
性
行
為
を
禁

じ
て
い
た
テ
キ
サ
ス
州
法
や
、
性
犯
罪
者
に
対
す
る
遡
及
処
罰
を
認
め
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
を
違
憲
と
判
断
し
て
き
た
。

第
二
に
、
人
民
立
憲
主
義
論
は
、
司
法
府
へ
の
批
判
を
強
め
る
あ
ま
り
、
立
法
府
が
個
人
の
自
由
保
護
を
担
う
に
値
す
る
機
関
で
あ

る
と
の
盲
目
的
な
前
提
に
立
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
以
降
の
南
部
諸
州
議
会
に
よ
る
人
種
分
離
政
策
の
継
続

に
典
型
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
歴
史
的
に
は
、
多
数
派
に
よ
る
議
会
が
、
人
種
的
、
宗
教
的
お
よ
び
政
治
的
少
数
者
を
抑
圧
す
る
こ
と

高
裁
に
対
す
る
憔
論
の
支
持
率
は
低
下
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

お
け

て
、
最
高
裁
は
政
治
過
訂
，
ー
，

〗
ー
、1的
無
関
心
、

へ
の
ロ
ビ
イ
ン

66 (5-53) 925 [2017. l] 



「
第
二
波
」

②
憲
法
解
釈
に
お
い

ー

□

主
的
立
憲
王
義
」
と
は
、

義
と
の
中
間
的
立
場
に
立
つ

〈
以
関
と
し
て
の
裁
判
所
の

第
二
節
第
二
波
人
民
立
憲
主
義
論
の
展
開

に
お
い
て
、
国
民

八
ロ
ニ
憲
王
義
論
は
、

と
誘
導
し
、
同
じ
く
、

(15) 

い
る
。
こ
う
し
た
彼
の

ン
・
コ
ー
ト
ヘ
の
批
判
バ

ェ
メ
リ
ン
ス
キ
ー
は
、
ロ

！し

ロ
ッ
ク
ナ

1
期
の

観
点
か
ら
は
司
法
審
壺
に
よ
る
人
権
保
障
へ
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

前
章
で
見
て
き
た
人
民
立
憲
主
義
論
の
基
底
に
あ
る
間
題
関
心
と
は
、

間
い
で
あ
っ
た
。
「
司
法
権
の
優
越
」
思
想
に
伴
う
弊
害
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
民
が
（
最
終
的
な
）
憲
法
解
釈
権
が
剥
奪
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
立
憲
主
義
に
基
づ
く
自
己
統
治
過
程
に
対
す
る
、
人
民
に
よ
る
精
力
的
関
与
の
契
機
が
損
な
わ
れ
て

い
る
点
に
あ
る
。
こ
の
点
、
冨
第
一
波
」
人
民
立
憲
主
義
論
は
、
憲
法
保
障
制
度
と
し
て
の
違
憲
審
壺
を
相
対
化
し
、
立
法
、
行
政
、

司
法
の
三
権
に
よ
る
憲
法
の
有
権
解
釈
が
対
等
な
立
憲
体
制
を
志
向
し
て
き
た
と
言
え
る
。
対
し
て
、
本
節
で
検
討
す
る
「
第
二
波
」

人
民
立
憲
主
義
論
は
、
憲
法
解
釈
に
お
け
る
裁
判
所
の
優
越
的
地
位
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
憲
法
保
障
に
お
け
る
政
治
上
及
び
社
会

上
の
回
路
を
実
証
的
な
視
点
か
ら
探
究
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

、
第
一
波
と
異
な
り
、

「
民
主
的
立
憲
主
義

(
D
e
m
o
c
r
a
t
i
c
Constitutionalism)
」

o
l
:
]
[
，
贔
査
を
否
定
す
る
立
場
で

の
動
員
を
重
視
忍

(17) 

い
う
立
場
で
あ
る
。
こ
う
し
」
ぐ
口

い
わ
ば
合
衆
国
に
お
け
る
憲
法
規
範
の
生
成
過
程
に
対
す
る

ま
た
興
味
深
い
こ
と
に
、
本
節
に
お
け
る
「
第
二
波
」
人
民
立
憲
主
義
論
か
ら
は
、
「
第
一
波
」
人
民
立
憲
主
義
論
と
司
法
優
越
主

の
議
論
が
派
生
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の

へ
と
誘
う
点
で
、

へ
と
導
い
た
と
ぢ
エ
[

IJペ
ラ
ル
な
ウ
ォ
ー
レ
ン

（阪大法学） 66 (5-54) 92ti 



()る「人民」の位相（三・完）

二
八
を
評
価
及
び
検
討
し
て
い

誓
；
る
シ
ー
ゲ
ル

(
R
e
v
a
 R
 

し＼

る
議
論
に
焦
点
を
当
て
、

人
民
立
憲
王
義
論
の
再
構
以

グ
リ
フ
ィ
ン

止
邦
最
高
裁

ル
で
の
社
会
運
動

育
体
制
を
批
判
す
る
ド
ネ
リ
ー

の
支
配
に
と
っ
て
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
合
衆
国
憲
法
史
を
省
み
る
と
、
憲
法
上
の
変
革
は
、
最
高
裁
が
、
立
法
、
行
政
及
び
人
民

(18) 

と
の
共
同
す
る
こ
と
で
達
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
他
方
で
、
ポ
ゥ
ス
ト
は
、
裁
判
所
が
優
越
的
解
釈
権
を
通
じ
て
、
合
衆
国
に
お
け
る
人
権
保
障
を
一
方
的
に
主
導
し
て
き

た
と
の
主
張
も
支
持
し
得
な
い
と
す
る
。
ポ
ゥ
ス
ト
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
人
民
は
、
裁
判
所
の
外
部
も
含
め
た
解
釈
的
及
び
政
治
的
活

動
の
混
成
を
通
じ
て
、
憲
法
原
理
の
展
開
に
お
い
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
対
し
て
、
最
高
裁
は
こ
う
し
た
「
憲
法
文

化
」
全
体
の
中
で
は
、
そ
の
一
拠
を
担
う
存
在
に
す
ぎ
な
い
。
ポ
ゥ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
実
際
の
憲
法
判
断
は
、
司
法
権
以
外
の
主
体
と

の
憲
法
上
の
価
値
を
め
ぐ
る
「
持
続
的
な
対
話
」
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
き
て
お
り
、
合
衆
国
憲
法
に
対
す
る
「
人
民
」
の
政
治
的
コ

(20) 

ミ
ッ
ト
と
、
憲
法
典
に
対
す
る
司
法
の
解
釈
は
、
憲
法
に
関
す
る
当
事
者
間
の
対
話
を
通
じ
た
弁
証
法
的
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

人
民
立
憲
主
義
論
に
お
い
て
は
、
憲
法
に
関
す
る
当
事
者
間
の
対
話
を
通
じ
て
、
双
方
の
適
切
な
均
衡
を
探
求
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

上
記
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
で
は
、
合
衆
国
の
憲
法
教
育
課
程
に
よ
る
「
司
法
権
の
優
越
」
思
想
に
基
づ
く
教
化
的
な
教

(
T
o
m
 Donnelly)
、
連
邦
議
会
の
立
法
に
よ
る
人
権
保
障
の
実
現
を
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
経
緯
か
ら

に
排
他
的
な
」
理
念
て

し¥

刀
法
権
に
よ
る

＞
 

ー
氏
主
的
立
憲
王
義
」

ウ
ス
ト

(
R
o
b
e
r
t

る
上
で

66 (5-55) 927 [2017. 1 



;
l
す
大
衆
が
疎
外
さ
れ
る

ー
％
る
点
を
懸
念
す
る
の
で
あ
―
ハ

か
し
な
が
ら
、
（
と
り
わ
口

八
口
'ij
憲
主
義
論
の
立
場
に
立
(

首
席
裁
判
官
と
い

(/>

し‘

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
レ
ッ
ド
ス
コ
ソ
ト
及
び
プ
レ
ッ
シ
ー
判
決
で
道
を
間
違
え
た
連
邦
最
高
裁
が
、

る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。

え
ば
、

党
派
性
が
大
き
く
間
題
と
さ
れ
た
ブ
ソ
シ
ュ
判
決
以
降
も
、
国
民
か
ら
高
い
支
持
を
得
て
い
る
。

ー
ウ
ィ
ッ
ツ
マ
ン
が
前
竺
し

し¥

よ
う
に
、
合
衆
国
に
お
け

公
教
育
に
お
け
る

-
）
ド
ネ
リ
—

の

/〔
11

エ
国
の
憲
法
文
化
に
お
い

ウ
ォ
ー
レ
ン

(
E
a
r
l
 
E. 

9
"
 

（？ 

て
い
る
の
で
あ
ろ

し
か
し
、
ド
ネ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
連
邦
最
高
裁
が
合
衆
国
民
か
ら
高
い
支
持
を
得
て
い
る
の
は
、
合
衆
国
に
お
け
る
公
教
育
の
成
果

で
あ
る
。
実
際
に
、
人
々
が
憲
法
及
び
政
治
に
関
す
る
知
見
を
獲
得
す
る
上
で
は
、
公
教
育
は
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
例

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
の
一
面
や
深
夜
ニ
ュ
ー
ス
の
冒
頭
を
最
高
裁
に
関
す
る
記
事
が
飾
る
こ
と
は
非
常
に
稀
で
あ
り
、
当

然
な
が
ら
、
最
高
裁
判
決
が
法
律
家
以
外
に
読
ま
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
政
治
機
関
と
異
な
り
、
最
高
裁

に
関
す
る
知
見
を
一
般
の
人
が
得
る
機
会
は
、
公
教
育
の
場
に
限
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
公
教
育
に
お
け
る
教
育
内
容
に
強
い
興

味
を
抱
い
て
い
る
者
は
稀
で
あ
る
が
、
合
衆
国
民
の
政
治
教
育
過
程
に
お
い
て
、
公
教
育
は
依
然
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

も
っ
と
も
、
合
衆
国
に
お
け
る
公
教
育
は
、
人
民
立
憲
主
義
論
の
観
点
か
ら
す
る
と
多
く
の
間
題
を
乃
子
ん
で
い
る
。
ド
ネ
リ
ー
の
指

摘
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
現
在
の
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
、
「
司
法
権
の
優
越
」
思
想
を
明
白
に
支
持
す
る
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
連
邦
最
高
裁
が
憲
法
上
の
権
利
に
つ
い
て
の
守
護
者
と
し
て
の
役
割
を
全
う
し
て
き
た
と
の
歴
史
的
神
話

¥
'
ー□

星
邦
最
高
裁
は
、
そ
の

（阪大法学） 66 (5-56) 928 



()る「人民」の位相（三・完）

口
歴
史
的
意
義
を
以
下
の

て
、
バ
ー
ス
テ
ィ
ン
4□

u
し

0
[
e
c
t
o
r
 o
f
 t
h
e
 r
u
l
e
 o
f
 la¥¥、
1

(j 

バ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
執
筆
に
よ
る
教
科
書
で
あ
る
。

い
る
。
「
国
内
法
規
に
対
ー

口
違
憲
性
を
宣
言
で
き
る

f
~
ロ
ロ
）
法
に
対
す
る
連
邦
裁
判
可

て
確
立
し
た
マ
ー
ベ
リ
ー

1

合
衆
国
の
公
教
育
で
採
用
さ
れ
て
い
る
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
は
、
「
司
法
権
の
優
越
」
思
想
を
歴
史
的
経
緯
か
ら
肯
定
す
る
記
述

が
散
見
さ
れ
る
。
ド
ネ
リ
ー
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
全
米
の
歴
史
教
育
現
場
に
お
い
て
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る
、
ダ
ン
ツ
ァ
及
び

ま
ず
、
ダ
ン
ツ
ア
の
教
科
書
で
は
、
今
日
で
は
、
連
邦
最
高
裁
に
お
け
る
人
種
差
別
に
関
す
る
一
連
の
物
語
に
お
い
て
、
ド
レ
ッ
ド

ス
コ
ッ
ト
判
決
は
一
種
の
「
原
罪

(original
sin)
」
で
あ
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
続
く
一
九
世
紀
に
お
け
る
最
高
裁
の
罪
深
い
歴

史
は
、
当
然
な
が
ら
プ
レ
ソ
シ
ー
判
決
で
の
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
原
則
の
確
立
へ
と
展
開
す
る
。
そ
う
し
た
一
連
の
「
大
罪

(
g
r
e
a
t
 sin)
」
は
、
後
述
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
と
い
う
（
有
色
人
種
の
）
「
睦
目
す
べ
き
勝
利

(
s
t
u
n
n
i
n
g
v
i
c
t
o
r
y
)
」
に
よ
っ
て
救
済

(24) 

さ
れ
る
。
ま
た
、
ダ
ン
ツ
ァ
ら
の
教
科
書
で
は
、
「
司
法
権
は
法
を
制
定
及
び
執
行
す
る
権
限
を
何
ら
有
し
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
「
憲

法
を
解
釈
す
る
機
関
は
、
連
邦
議
会
で
は
な
く
最
高
裁
で
あ
る
」
と
し
て
、
連
邦
最
高
裁
を
「
法
の
支
配
を
擁
護
す
る
機
関

(
t
h
e

(25) 

て
い
る
。

歴
史
教
科
書
に
お
け
る

「
司
法
権
の
優
越
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
公
民
教
育
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
「
司
法
権
の
優
越
」
が
生
徒
へ
教
化
さ
れ
て
き
た
か
の
論
証
を
試
み
る
。

一
般
的
な
合
衆
国
民
の

ぶ23)

の
で
あ
る
。
対
し
て
、

1
 ，
 I
 

お
け
る
こ
う
し
た

A
b
s
o
r
p
t
i
o
n
)
」

乙
考
様
式
等
に
対
し
て
、

＞
う
の
は
注
目
さ
れ
て
こ

つ
て
重
要
な
教
育
課
程
も
-

。
す
な
わ
ち
、
こ

に
エ
リ
ー
ト
間
の
対
話
[
'
,
I

66 (5-57) 929 [2017. l] 



i

ゞ

ヽ

0

ミ
）
ゞ
ヽ

ー
し
力
た
し

t
カ

trJ
工
に
お
い
て
判
示
さ
れ
た

た
。
も
っ
と
も
、

「
権
利
革
命
」
に
よ
る
「
権
利
の
民
主
化
」

他
方
で
、
同
教
科
書
で
は
、

い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
唐
空

'
↑
お
い
て
最
も
繰
り
返
し

m"

ハ
他
の
政
治
機
関
へ

ふ
く
ま

／
＼
も
聡
明
な
判
決
の
中
で
、

契
機
と
し
て
、
合
衆
国
史
に
お
い
て
連
邦
最
高
裁
が
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
」

決
が
、
南
部
諸
州
の
民
主
党
員
に
よ
っ
て
激
し
い
抵
抗
に
あ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
こ
で
の
記
述
に
お
い
て
は
、

一
九
五
六
年
三
月
に
南
部
選
出
の
連
邦
議
会
議
員
ら
が
一

0
0
人
以
上
参
加
し
て
、
「
南
部
宣
言

(
S
o
u
t
h
e
r
n
M
a
n
i
f
e
s
t
o
)
」
が
起
草

さ
れ
、
こ
れ
以
降
南
部
諸
州
が
あ
ら
ゆ
る
合
法
的
手
段
を
用
い
て
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
に
実
力
で
抵
抗
し
て
い
く
史
実
が
描
か
れ
て
い
る
。

ド
ネ
リ
ー
は
、
こ
う
し
た
、
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
一
般
的
な
、
リ
ベ
ラ
ル
な
最
高
裁
判
決
と
そ
れ
に
対
す
る
民
衆
側
の
実
力
行
使

と
い
う
構
図
が
、
連
邦
最
高
裁
に
対
す
る
他
の
政
治
ア
ク
タ
ー
の
大
幅
な
敬
譲
を
肯
定
す
る
憲
法
文
化
を
形
成
す
る
一
助
と
な
っ
て
い

(28) 

る
点
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
グ
リ
フ
ィ
ン

ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
の
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
別
学
制
度
を
修
正
第
一
四
条
違
反
と
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
判

合
衆
国
憲
法
史
に
お
い
て
現
在
の
連
邦
最
高
裁
の
あ
り
方
を
形
づ
く
る
上
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、

口
口
員
護
機
関
と
見
な
す
に
至

つ
画
期
的
に
「
然
り
ー

、
合
衆
国
に
お
い

）
こ
。
強
固
な
意
思
の
持
ち
‘
ー

）し

い
う
の
は
、
司
法
審
査

□

111/%

)
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
し

い
つ
権
限
で
あ
っ
て
、

＂＼ 

ク
ー
I

ー

マ
ー
ベ
リ
判
決
で

よ
る
こ
の
果
敢
な
判
エ
ト
丁
〕

•-) 

t~ 

・
・
・
一
八

0
-
―

ル
）
長
官
は
、
そ
の
回
ゾ
べ

（阪大法学） 66 (5-58) 93(〕



()る「人民」の位相（三・完）

□

上
で
、
彼
は
、

しl

し
ば
見
ら
れ

exposition of t
h
e
 l
a
w
 

I
J
,
I
I
I
J
決
が
、
連
邦
最
高
裁
は

ol/
至
高
性
に
コ
ミ
ッ
ト
す

I 

の
混
同
を
批
判
す
る
の

「
取
消
権

(voiding
p
o
w
e
r
)
」
と
比
較
し
て
現
在
の
違
憲
審
査
権
が
あ
ま
り
に
も
強
大
で
あ
る
こ
と
が
見
落
と
さ
れ
て
お
り
、
②

マ
ー
ベ
リ
判
決
及
び
ク
ー
パ
ー
判
決
で
宣
言
さ
れ
た
司
法
審
査
権
の
権
限
範
囲
が
混
同
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル

ま
ず
は
、
第
一
の
指
摘
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
グ
リ
フ
ィ
ン
に
よ
れ
ば
、

政
治
問
題
と
、

そ
し
て
、
第
二
の
指
摘
に
つ
い
て
言
え
ば
、

マ
ー
シ
ャ
ル
首
席
裁
判
官
が
マ
ー
ベ
リ
判
決
を
出
す
に
あ

た
っ
て
ま
ず
前
提
と
し
て
い
た
の
は
、
「
立
法
府
や
行
政
府
に
お
い
て
、
新
し
い
民
主
的
な
多
数
決
形
式
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き

ほ
と
ん
ど
の
一
八
憔
紀
の
合
衆
国
の
裁
判
所
に
お
い
て
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
全
員
一
致
に
よ
る
運
営
の
下
で
の
裁
判

(30) 

所
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
法
的
間
題
と
の
区
別
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
法
と
政
治
の
意
識
的
な
区
別
は

こ
れ
ま
で
の
法
学
に
お
い
て
は
忘
却
さ
れ
て
き
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
む
し
ろ
リ
ア
リ
ス
ム
法
学

(
L
e
g
a
l
R
e
a
l
i
s
m
)

以
降
の
憲
法

(32) 

学
及
び
法
律
学
は
、
こ
う
し
た
区
分
の
不
可
能
性
を
自
明
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
て
き
た
。
だ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ン
は
、

に
よ
る
司
法
審
壺
の
正
当
化
と
は
、
彼
が
法
と
政
治
に
対
し
て
な
し
た
区
別
に
決
定
的
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

蕊）

た
理
解
は
、
「
―

1
0
憔
紀
に
は
、
法
共
同
体
に
お
い
て
放
棄
さ
れ
て
き
た
」
と
主
張
す
る
。

と
同
等
の
権
限
を
有
す
る
と
い
う
宣
言
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
、

」
で
あ
る
と
判
示
し
た

お
い
て
、
①
マ
ー

ゆ
え
に
そ
う
し

グ
リ
フ
ィ
ン
は
、
裁
判
所
が
明
白
に
司

至
高
の
存
在

(
s
u
p
r
e
m
e

VJ
出
来
事
で
あ
る
と
指
摘
；
ハ
[

ロ
フ
ィ
ン
は
、
司
法
の

の
点
に
つ
き
、

口
贔
且
所
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い

グ
リ
フ

f

ー
ベ
リ
判
決
か
ら
二

0

マ
ー
ベ
リ
判
決
で
示
さ
れ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
憲
法
解
釈
に
際
し
て
裁
判
所
は
他
部
門

り
力
憲
法
学
に
お
け

，
に
関
し
て
批
判
を
試
み
て
い

お
い
て
受
け
入
れ
ら
か

＜
あ
っ
た
。

66 (5-59) 931 [2017. l] 



m
e
n
t
)
 

公
民
権
立
法
を
支
け
：
バ

リ
フ
ィ
ン
は
、
こ
う
い

M
c
C
a
u
l
e
y
 P
a
r
k
s
)

に
よ
る
、

ロ
ロ
を
示
し
た
バ
ッ
キ

叫
邦
最
高
裁
は
、
人
種
的

1) 

uら
へ
の
支
持
の
拡
大
と
い

）
権
利
拡
大
闘
争

け
ら
れ
る
よ
う
に
な

こ
と
が
で
き
る
と
い

グ
リ
フ
ィ
ン
は
、
合
衆
国
に
お
け
る
こ
う
し
た
変
遷
を
、
同
国
の
立
憲
体
制
が
「
（
憲
法
上
の
）
権
利
の
民
主
化
」
へ
と
移
行
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
彼
が
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
提
示
す
る
の
は
、
黒
人
女
性
パ
ー
ク
ス

ハ
ス
車
内
で
の
黒
人
専
用
席
へ
の
着
席
拒
否
を
発
端
と
し
た
公
民
権
運
動

(Civil
R
i
g
h
t
s
 
M
o
v
e
 ,
 

で
あ
る
。
こ
う
し
た
公
民
権
運
動
が
全
米
に
お
い
て
興
隆
し
た
こ
と
に
伴
う
一
連
の
差
別
撤
廃
へ
の
取
組
み
は
、
公
式
な
人

種
分
離
政
策
の
終
了
と
と
も
に
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
を
は
じ
め
と
し
た
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
投
票
権
の
拡
大
と
い
う

多
大
な
成
果
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
の
運
動
の
成
果
は
、
周
知
の
通
り
、

1
9
6
4
)

や
一
九
六
五
年
投
票
権
法

(
T
h
e
V
o
t
i
n
g
 R
i
g
h
t
s
 A
c
t
 o
f
 1
9
6
5
)

と
し
て
結
実
す
る
に
至
っ
た
。
も
っ
と
も
、
同
時
に
、
そ

一
九
六
四
年
公
民
権
法

(
T
h
e
Civil 
R
i
g
h
t
s
 A
c
t
 o
f
 

う
し
た
公
民
権
運
動
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
憲
法
上
の
権
利
に
対
す
る
意
識
的
な
要
求
に
よ
り
促
進
さ
れ
る
政
治
領
域
が
増
大
し
、
政
治

(
R
o
s
a
 L
o
u
i
s
e
 

こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
措
置
を
違
憲
無
効
と
判
断
し
て
き
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
う
し
た
一
連
の
連
邦
最
高
裁
の
態
度
は
、
人
種

(39) 

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
社
会
進
出
を
支
持
し
て
き
た
リ
ベ
ラ
ル
派
か
ら
の
激
し
い
反
発
を
招
い
て
き
た
。
グ
リ
フ
ィ
ン
は
ま
た
、
こ
れ
ら

の
過
去
二

0
年
に
わ
た
る
平
等
条
項

(
E
q
u
a
l
P
r
o
t
e
c
t
i
o
n
)

に
関
す
る
最
高
裁
判
決
を
検
討
し
た
結
果
、
近
年
で
は
「
貴
君
が
人
種

(40) 

的
少
数
者
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
連
邦
最
高
裁
は
貴
君
の
仲
間
で
は
な
い
」
と
の
結
論
を
下
す
。

□

し
て
も
厳
格
審
査
を
適
用
；
ハ

て
初
め

（阪大法学） 66 (5-60) 93;> 



()る「人民」の位相（三・完）

う
し
た
司
法
に
対
す
る
釘
□

IfjIo々

口
進
路
に
影
響
を
与
え
る
1

(49) 

い
る
。

副
作
用
と
し
て
の
連
邦
最
高
裁
の
「
政
治
問
題
化
」工

候
を
象
徴
す
る
出
来
事
し

信
頼
で
き
る
保
守
爪

で
は
な
か
っ
た
。

て
い
を
「
権
利
革
命

(
T
h
e

ー
と
称
す
る
。
そ
し
て
、

口
に
お
け
る
少
数
者

て
保
護
す
る
と
い

よ
ふ
つ
に
な
っ

しl

しぶ

ジ
ッ
ク
が
確
立
さ
れ
た
げ
〗
□
1
1
J
G

ぃ

レ
ー
ガ
ン
政
権
に
お
い

っ
た
と

ー
を
通
じ
て
合
衆
国
に
確
，
IJ

(44) 

た
立
憲
主
義
体
制
を
、
そ
れ
ま
で
の
司
法
に
よ
る
権
利
保
護
と
区
別
す
る
形
で
「
権
利
の
民
主
化
」
と
捉
え
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
「
権
利
革
命
」
は
、
同
時
に
合
衆
国
の
立
憲
秩
序
に
対
し
て
重
大
な
副
産
物
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
、
憲

法
上
の
権
利
そ
れ
自
体
が
政
治
課
題
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
、
連
邦
最
高
裁
に
お
け
る
判
事
任
用
の
「
政
治
問
題
化

(Politicaliza,
 

tion)
」
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
上
院
に
お
い
て
も
連
邦
最
高
裁
判
事
の
指
名
。
フ
ロ
セ
ス
は
そ
れ
ほ
ど
議
員
の
関
心
を
引
く
ト
ピ
ッ
ク

一
九
六

0
年
代
以
前
に
お
い
て
は
一
般
的
に
、
上
院
議
員
や
政
治
家
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
連
邦
最
高
裁
は
重
要
な

政
策
立
案
者
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
周
知
の
通
り
前
述
の
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
分
離
を
違
憲
と
判
断
し
た
ブ
ラ
ウ

ン
判
決
に
よ
っ
て
、
公
民
権
運
動
の
流
れ
を
後
押
し
し
た
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
に
加
え
て
、
そ
の
後
を
引
き
継
い
だ
ハ
ー
ガ
ー
・

同
時
期
に
連
邦
議
会
の
多
数
派
及
び
大
統
領
の
ポ
ス
ト
を
支
配
し
て
い
た
共
和
党
内
部
の
多
く
の
法
廷
ロ
ビ
イ
ス
ト
達
は
、
連
邦
最
高

コ
ー
ト

(
B
u
r
g
e
r
C
o
u
r
t
)

に
お
い
て
も
、
恣
意
的
な
死
刑
の
適
用
を
修
正
第
八
条
及
び
修
正
第
一
四
条
違
反
と
し
た
フ
ァ
ー
マ
ン

(47) 

6
 

判
決
や
ロ
ー
判
決
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
の
リ
ベ
ラ
ル
な
傾
向
は
そ
れ
は
ど
収
ま
り
を
見
せ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

5
 
6
 
6
 

ら
し
た
と
い
う
点
に
お
い

、
合
衆
国
の
歴
史
上
初
い

933 [2017. l] 



の
権
利
が
擁
護
さ
れ

しぶ

連
邦
議
会
に
よ

り〉

，
て
よ
っ
て
達
成
さ
れ

、
た
と
え
、
裁
判
所
に
叶
；

ハ
ロ
ロ
い
が
進
行
す
る
状
況
で
あ

し
て
多
数
者
支
配
に
対
；
ハ

リ
フ
ィ
ン
に
よ
る
、

の
争
点
の
「
民
主
化
ー

ー
以
治
化
」
と
い

小
括

）
と
へ
の
意
識
」
及
び

と
へ
の
拒
否
」
と
い
っ
た
、
候
補
者
の
憲
法
判
断
に
関
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
傾
向
を
か
な
り
直
戟
に
間
う
設
間
が
設
定
さ
れ
て
い
た
と

(50) 

い
う
事
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
任
命
過
程
を
経
て
、
選
出
さ
れ
る
判
事
が
ど
の
よ
う
な
立
場
か
ら
判
断
を
下
す
か
を
予
測
す
る
こ
と
は
、
連
邦
議
会
上

(51) 

院
の
多
数
派
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
司
法
審
査
に
お
け
る
「
反
多
数
決
主
義
の
難
点
」
と

い
う
伝
統
的
な
議
論
は
修
正
を
追
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
最
高
裁
は
た
し
か
に
公
民
権
運
動
に
お
い
て
「
権
利
の
民

主
化
」
が
達
成
さ
れ
る
以
前
に
お
い
て
は
、
憲
法
上
の
権
利
を
独
占
的
に
行
使
す
る
機
関
で
あ
っ
た
が
、

グ
リ
フ
ィ
ン
の
言
う
と
こ
ろ

の
「
権
利
の
民
主
化
」
以
降
で
は
、
「
ど
の
よ
う
な
権
利
が
形
成
さ
れ
、
誰
が
そ
う
し
た
権
利
を
執
行
し
、
そ
れ
ら
の
範
囲
と
意
味
内

容
に
つ
い
て
、
ど
の
機
関
が
最
終
決
定
を
下
す
か
」
と
い
う
立
法
、
司
法
、
行
政
の
三
権
の
あ
い
だ
で
の
実
際
上
の
達
成
に
関
す
る
間

（翌

い
へ
と
移
行
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
「
権
利
の
民
主
化
」
以
降
で
は
、
必
ず
し
も
連
邦
議
会
に
よ
る
権
利
保
障
よ
り
連
邦
最

(53ぎ

高
裁
に
よ
る
そ
れ
の
方
が
手
厚
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ー
い
い
格
な
正
当
化
及
び
手
続
の

い
怠
法
上
の
権
利
を
創
設
す
：

に
対
す
る
約
二

0
に口，

構
成
さ
れ
て
い
た
。
な
か

~
喜
さ
れ
た
連
邦
最
高
裁
判
亨

人
統
領
諮
問
会
議
で

そ
の
質
問
項
目
に
お
い

で
あ
る
。
同
項
目

（阪大法学） 66 (5-62) 93,1 



()る「人民」の位相（三・完）

に
お
い
て
は
、

て
は
、

の
違
憲
判
決
が
出
さ
か

「
民
主
的
立
憲
主
義
」

＿
＿
一
）
シ
ー
ゲ
ル

し
た
が
っ
て
、

に
お
け
る
司
法
判
断
形
成

い
う
立
場
か
ら
司
法
審
査
の

只
味
深
い
こ
と
に
、

。
、つ
＼
 

ヴャ

j

グ
リ

の
形
成
過
程
に
お
い
て
、

シ
ー
ゲ
ル
で
あ
る
。
シ
ー

お
け
る
権
利
意
ー
い

(/>

裁
判
事
の
人
数
に
よ
っ
て
、
将
来
的
な
判
決
傾
向
を
予
測
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。

し＼

ら
す
影
響
を
検
討
；
ロ

の
「
裁
判
所
中
心
」
の

1

人
民
」
に
よ
る
憲
法
上
口

る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
裁
判
所
に
対
し
て
厳
格
に
行
使
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
裁
判
官
が
任
命
権
者
の
意
図
と
反
し
た
立
場
に
立
っ
て

(55) 

判
決
を
下
す
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
想
定
し
難
い
。
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
大
統
領
が
在
任
中
に
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
た
連
邦
最
高

グ
リ
フ
ィ
ン
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
近
年
の
レ
ー
ン
キ
ス
ト
・
コ
ー
ト
の
保
守
的
な
司
法
積
極
主
義
に
基
づ
く
違
憲
判

決
と
は
、
共
和
党
が
民
主
党
に
指
名
機
会
の
数
に
お
い
て
勝
利
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
、
法
学
研
究
に
お
い

一
般
的
に
裁
判
所
を
権
利
に
関
し
て
の
熟
議
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
機
関
と
同
視
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
対
照
的
に
、

グ
リ
フ
ィ

ン
は
、
本
節
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
連
邦
議
会
に
お
け
る
平
等
条
項
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
の
対
応
を
評
価
し
、
そ
こ
で
の
熟
議
を

(56) 

促
進
さ
せ
る
方
向
に
よ
っ
て
憲
法
理
念
の
実
現
を
試
み
る
の
で
あ
る
。

前
述
の
グ
リ
フ
ィ
ン
は
、
連
邦
議
会
の
立
法
に
お
い
て
、
人
民
に
よ
る
権
利
保
障
の
契
機
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
連
邦

(54) 

て
い
る
。

ザ

uil命
人
事
を
通
じ
た
政
治
[
'
<

□

主
化
」
の
下
で

11
セ
ス
を
通
じ
て
擁
護
さ
い

66 (5-63) 935 [2017. l] 



JI〈ム〔
ll
法
化
を
推
進
し
た
。

一
九
六

0
年
代
ま
で

[11j 

JII
は
中
絶
に
対
し
て
刑
事
□

砂と

几
冑
紀
中
盤
に
は
、

二
edical
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)
 _
 

図
わ
る
も
の
を
除
い

〈
口
睾
国
で
は
、

一
八
―

1
0
年
化

た
。
ま
た

）
こ
で
は
、

中
絶
権
の

「
憲
法
問
題
化
」
過
程

会
学
的
観
点
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

れ
て
し
ま
う
と
X

の
憲
法
判
断
に
お
け
る
理
由
づ
け
が
、
裁
判
所
外
に
お
け
る
人
民
の
憲
法
実
践
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
明
瞭
に
理
解

で
き
な
い
。

シ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
の
憲
法
理
解
は
、
人
民
の
憲
法
実
践
に
深
く
影
響
を
受
け
て
い
る
。
実
際
に
、
こ
れ
ま
で
の
合
衆
国

憲
法
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、

一
九
六

0
年
代
に
お
け
る
人
種
差
別
、

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
合
衆
国
民
は
、
憲
法
の
具
体
的
意
味
内
容
を
自
ら
形
成
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
彼
女
の
考
え
で
は
、

そ
う
し
た
事
例
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
が
「
社
会
状
況
の
進
展
」
を
法
理
に
反
映
す
る
の
み
な
ら
ず
、
人
民
が
憲
法
解
釈
と
い
う
創
造

(58) 

的
活
動
に
従
事
し
、
そ
う
し
た
実
践
に
裁
判
所
が
耳
を
傾
け
た
結
果
と
し
て
憲
法
解
釈
の
変
更
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
女
性
の
妊
娠
中
絶
権
を
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
承
認
し
た
、

の
健
康
へ
の

お
よ
び
七

0
年
代
に
お
け
る
女
性
差
別
へ
の
異
議
に
典
型
的

ロ
ー
判
決
の
形
成
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
憲
法
社

一
九
七
三
年
に
ロ
ー
判
決
が
出
さ
れ
る
ま
で
の
合
衆
国
に
お
け
る
中
絶
に
対
す
る
規
制
状
況
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

IIIL
文
化
が
生
成
さ
れ

LJ
を
逸
ら
せ
て
し
ま
う
と
い

が
っ
て
、
そ
こ
で
は
、

；
な
わ
ち
、

I' ) 

且
会
お
よ
び
政
治
過
程
の

rll

り〉

＇
」
対
す
る
意
識
変
動
お
よ

（阪大法学） 66 (5-64) 936 
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1
)
 

(
6
 

口
考
え
に
傾
い
て
い
っ
た
。

入
＼
＼
，

I

こ
動
き
に
対
し
て
は
、

J

i

 

と
り
ふ
バ
ロ

り〉

し
リ
ッ
ク
団
体
は
、
胎
児

じ
／
半
入
っ
｝

(
1ぶ
i
_
＇

い
は
ら
も
ま
た
、
次
第
に
特
ご

、
各
州
に
お
け

心
要
求
を
押
し
進
め
て
い

め
て
い
た
。
ま
た
、

さ
ら
に
、

っ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
の
丁

ー
か
し
、
既
に
一
九
五

111
凸
l
l
I
I
j
口
こ
を
支
持
す
る
弁
護
士
、

て
い
た
。
こ
の
時
期
に

I' ) 

戸
間
¥

、
母
胎
の
生
命
及
び
健
丁
〗
□
1
1
1
1
1

I' ) 

9

戸
紅
娠
中
絶
が
許
容
さ
れ
る

般
国
民
も
、
中
絶

―
二
州
で
は
、
同
案
の
内
容
を

JS□

る
一
律
規
制
へ
の

(59) 

tion)
」
は
、
①
母
胎
ま
た
は
胎
児
の
肉
体
及
び
精
神
衛
生
上
の
危
害
と
な
る
状
況
、
も
し
く
は
、
②
強
姦
な
ど
の
性
犯
罪
に
よ
る
妊

娠
な
ど
の
場
合
に
限
っ
て
、
「
治
療
を
目
的
と
し
た
」
中
絶
の
合
法
化
を
主
張
し
て
い
た
。
同
協
会
は
、
医
師
に
対
し
て
、
①
中
絶
手

術
を
受
け
よ
う
と
す
る
女
性
側
の
事
情
を
評
価
し
た
上
で
、
②
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
基
準
に
合
致
し
て
い
る
場
合
に
は
手
術
を
許
可
す

る
と
い
っ
た
内
容
の
中
絶
合
法
化
案
を
提
案
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
主
目
的
は
、
女
性
の
妊
娠
に
対
す
る
選
択
権
と
い
う
よ
り
も
む

し
ろ
、
手
術
に
お
け
る
医
師
の
免
責
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
提
案
を
受
け
て
、
全
米
の
う
ち
、

(60) 

取
り
入
れ
た
上
で
、
中
絶
規
制
を
緩
和
す
る
内
容
の
州
法
が
制
定
さ
れ
た
。

一
九
六

0
年
代
初
頭
に
入
る
と
、
徐
々
に
変
化
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
「
全
米

医
療
協
会
」
は
、
か
つ
て
一
九
世
紀
中
盤
の
非
合
法
化
を
主
導
し
た
経
緯
か
ら
、
中
絶
の
自
由
化
に
反
対
し
て
い
た
。
だ
が
、
公
衆
衛

生
の
専
門
家
は
、
年
間
一

0
0
万
人
に
も
及
ぶ
不
法
な
中
絶
手
術
が
か
え
っ
て
祉
胎
の
健
康
に
害
を
及
ぽ
し
て
い
る
現
状
を
指
摘
し
始

一
九
六
五
年
の
ド
イ
ツ
麻
疹
の
大
流
行
に
よ
る
障
害
児
の
大
量
発
生
や
、
妊
娠
中
の
サ
リ
ド
マ
イ
ド
服
用
に
よ
る

奇
形
児
の
増
加
も
あ
り
、
妊
娠
中
絶
を
巡
る
議
論
は
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
全
米
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ム
運
動
も
、
同
年
代
末
ま
で
に
は
、
伝
統
的
な
性
慣
習
お
よ
び
家
族
の
役
割
へ
の
異
議
申
し
立
て
の
一
環
と

(National 
B
a
r
 A
s
s
,
 

な
り
、
こ
う
し
た
全

lll

い
て
は
非
合
法
で
あ
っ

66 (5-65) 937 [2017. l] 



中
絶
問
題
に
は
そ
れ

し¥

っ
た
。
だ
が
、
多
く
の

卜

六
0
年
代
末
ま
で
に
は

へ
の
均
等
な
ア
ク

の
実
現
、
政
府
に
よ
る
了
冒

い
っ
た
点
に
力
を
入
れ

111 

、
④
女
性
の

つ
い
て
も
、
確
か

、
六
0
年
代
半
ば
ま

飛
躍
的
に
増
大
す
る
よ
う
に
な
り
、
若
者
の
間
で
も
妊
娠
中
絶
に
対
す
る
認
識
が
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
③
性
的
自
由
に
関
し
て
も
、

に
反
対
し
、
中
絶
規
制
の
撤
廃
を
主
張
し
て
い
た
。

て
も
ら
え
る
だ
け
の
経
済
力
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
左
右
さ
れ
る
と
述
べ
た
。

の
医
療
部
門
責
任
者
で
あ
っ
た
、

カ
ル
デ
ロ
ン

(
M
a
r
y
 S
t
e
i
c
h
e
n
 C
a
l
d
e
r
o
n
e
)
 
よ、
~' 

一
九
六

0
年
の
論
文
の
中
で
、
全
米
で
の
非

ー
か
し
、
こ
う
し
た
変
化
の

伝
統
的
な
家
族
の
間
い

）
と
を
禁
じ
た
従
来

ロ加
g

の
市
民
運
動
や
フ
ェ

ヽ
こ
。

v
t
 

し
て
激
し
く
反
発
し
~
j

へ
と
展
開
し

っ
た
。
そ
こ
で
は
中
絶
規
制
は
、
①
女
性
の
貧
困
、
②
人
口
抑
制
、
③
性
的
自
由
、
お
よ
び
④
女
性
の
平
等
な
市
民
参
加
に
関
す
る
間

(62) 

題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
た
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
①
女
性
の
貧
困
に
関
し
て
、
「
全
米
家
族
計
画
連
盟

(
P
l
a
n
n
e
d
P
a
r
e
n
t
h
o
o
d
 F
e
d
e
r
a
l
 A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)
」

合
法
な
中
絶
手
術
が
約
一
―

1
0
万
件
に
も
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
中
絶
手
術

を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
妊
娠
を
継
続
す
る
こ
と
で
自
殺
に
至
る
よ
う
な
精
神
状
態
に
あ
っ
た
と
の
証
明
書
を
精
神
科
医
に
書
い

次
に
、
②
人
口
抑
制
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
全
米
に
約
三

0
0
の
支
部
と
約
三

0
万
人
の
会
員
を
有
し
て
い
た
環
境
保
護
団
体
「
人

口
ゼ
ロ
成
長

(
N
e
r
o
 P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 G
r
o
w
t
h
)
)
」
な
ど
が
、
人
口
増
加
抑
制
の
観
点
か
ら
、
夫
婦
が
二
人
以
上
の
子
供
を
設
け
る
こ
と

一
九
六

0
年
代
に
入
る
と
、
性
に
対
す
る
女
性
の
意
識
解
放
が
進
み
、
同
棲
カ
ソ
プ
ル
の
数
も し＼

す
る
女
性
パ
〗□

1
1
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に
お
け
る
憲
法
上
の

れ
た
）

グ
リ
ス

ー
パ
命
へ
の
権
利
」
を
独
立
⇔
I
I
I

I' ) 

れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。
他
方
で
、

口
よ
う
に
、
双
方
の
政
治
ー

t
y
 
F
r
i
e
d
a
n
)
 
よ、
~' 

心
目
的
で
、
中
絶
権
に
お
口

p
r
i
v
a
c
y
)

が
、
中
絶
権

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
リ
ベ
ラ
ル
派
と
保
守
派
と
の
間
の
対
立
が
激
化
す
る
に
つ
れ
て
、
中
絶
の
社
会
的
意
義
を

巡
る
論
争
が
、
道
徳
的
次
元
か
ら
、
主
に
法
的
次
元
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
論
争
の
場
も
、

（
医
師
の
免
責
と
い
っ
た
）
刑
法
上
の
議
論
か
ら
、
中
絶
権
に
お
け
る
憲
法
上
の
価
値
に
関
わ
る
次
元
へ
と
急
速
に
「
憲
法
問
題
化

(63) 

.
）
」
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

Z
 

const1tut1onahzat1on 

と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
人
々
の
間
で
も
、
中
絶
権
に
対
す
る
捉
え
方
に
徐
々
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
六

0
年
代
末
ま
で
に
は
、
主
に
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
の
間
で
、
中
絶
の
権
利
は
、
「
女
性
の
自
律
並
び
に
経
済
及
び
政
治
生
活
に
参
画
す

そ
し
て
、
全
米
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
は
、
女
性
に
は
子
供
を
出
産
す
る
上
で
の
憲
法
上
の
自
己
決
定
権
が
認
め
ら
れ
る
と
主
張
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
「
全
米
女
性
機
構

(National
O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
 for W
o
m
e
n
)
」
の
会
長
で
あ
っ
た
フ
リ
ー
ダ
ン

の
使
用
禁
止

(
B
e
t
 ,
 

一
九
六
九
年
に
開
催
さ
れ
た
、
同
機
構
に
お
け
る
初
の
全
米
規
模
の
集
会
に
お
い
て
、
「
女
性
が
自
ら
の
生
殖
過

程
を
管
理
す
る
権
利
は
、
州
政
府
に
よ
っ
て
否
定
も
し
く
は
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
基
本
的
か
つ
有
価
値
な
人
権
と
し
て
確
立
さ

カ
ト
リ
ッ
ク
系
団
体
な
ど
の
保
守
派
は
、
中
絶
を
規
制
す
る
根
拠
と
し
て
、
胎
児
の

(64) 

~
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
こ
ご
;

(65) 

□

い
つ
れ
た
、
個
人
の
プ
ラ
イ
ハ

る
上
で
不
可
欠
な
」
も
の
と
枠
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
六

0
年
代
に
お
い
て
は
、
女
性
の
妊
娠
中
絶
権
は
、

一
般
的
に
憲
法
間
題

う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、

ロ
た
め
、
法
廷
闘
争
に
訴
A

が〈

た
出
産
に
関
J
口

]よ、

1,9,

.~ 

中
絶
に
対
す
る
法
□

□

口[

久
性
の
平
等
に
と
っ

し¥

、
政
治
上
の
主
要
な
争
占
し

,

6

う
に
な
り
、
ま
た
、

66 (5-67) 939 [2017. l] 



、
什
よ
、
母
ム
口！
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i

 

お
い
て
は
、
中
絶

か
ら
導
か
れ
る
こ

ー
り＇ 

「
民
王
的
立
憲
主
義
」

か

ま
た
、
こ
う
し
た
女
性
の
中
絶
権
を
争
点
と
し
た
社
会
運
動
の
進
展
の
下
で
、

一
八
五
七
年
制
定
の
テ
キ
サ
ス
州
の
中
絶
規
制
法
は
、
祉
胎
の
生
命
を
保
護
す
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
を

除
い
て
あ
ら
ゆ
る
中
絶
手
術
を
禁
止
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
州
に
居
住
し
て
い
た
未
婚
の
妊
婦
は
、
同
州
法
が
合
衆
国
憲
法

同
地
裁
は
、
同
州
法
が
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
九
条
か
ら
導
か
れ
る
「
出
産
を
選
択
す
る
上
で
の
基
本
的
権
利
」
に
反
す
る
と
し
て

違
憲
の
判
断
を
下
し
た
。
同
地
裁
で
の
違
憲
判
断
の
根
拠
と
さ
れ
た
の
は
、
ま
ず
、
①
同
州
法
は
、
祉
体
保
護
以
外
の
中
絶
を
「
圃
一

的
に
禁
止
」
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
州
利
益
を
大
幅
に
超
過
」
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
②
医
師
に
と
っ
て
、
許
容

[66) 

さ
れ
う
る
中
絶
手
術
の
範
囲
を
、
同
州
法
の
文
面
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

テ
キ
サ
ス
州
政
府
は
、
連
邦
最
高
裁
へ
直
ち
に
上
告
し
た
が
、
連
邦
最
高
裁
は
、
別
の
中
絶
に
関
す
る
案
件
を
審
理
し
て
い
た
た
め
、

ロ
ー
判
決
に
は
係
属
か
ら
約
―
一
七
ヶ
月
を
要
し
た
。
同
判
決
の
法
廷
意
見
は
、

テ
キ
サ
ス
州
に
は
、
「
人
間
の
生
命
と
し
て
の
潜
在
的

可
能
性
を
有
す
る
存
在
」
を
保
護
す
る
利
益
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
同
時
に
、
女
性
の
出
産
を
決
定
す
る
権
利
も
ま
た
、
明
文
上

の
規
定
を
欠
き
つ
つ
も
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
ハ
シ
ー
権
の
一
種
と
し
て
修
正
第
五
条
及
び
一
四
条
の
適
正
手
続
条
項

(
D
u
e
P
r
o
c
e
s
s
 

妊
娠
中
絶
を
規
制
す
―
ハ

I
ロ
ー
」
委
ね
ら
れ
、

で
は
、

州
は
女
性

ロ
ー
判
決
が
出
さ
れ
る
素
地
が
形
づ
く
ら
れ
る
こ
と

。
③
後
期
で

い
と
し
た
。

女
性

に
分
類
し
、

修
正
第
五
条
及
び
一
四
条
の
適
正
手
続
条
項
に
違
反
す
る
と
し
て
、

一
九
七

0
年
三
月
に
ダ
ラ
ス
の
連
邦
地
裁
に
提
訴
し
た
。

と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

の
価
値
が
関
連
づ
け
4
、
)

で
あ
る
。

（阪大法学） 66 (5-68) 94(〕



()る「人民」の位相（三・完）

§
判
断
を
下
す
こ
と

9
,
\
~
：
法
の
独
立
を
維
持
し
つ

、
胎
児
お
よ
び
母
胎
の

そ
の
根
拠
と
す
る
の
は
、

し＼

(
T
h
e
 J
o
u
r
n
a
l
 of G
e
o
r
g
e
 Gallup) 

＼
一
で
明
ら
か
に
な
る
の
で
ふ

個
人
と
し
て

シ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
う
し
た
世
論
に
お
け
る
中
絶
問
題
の
「
憲
法
間
題
化
」
が
判
決
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
指
摘
す
る
。
彼
女
が

ロ
ー
判
決
の
法
廷
意
見
を
執
筆
し
た
ブ
ラ
ソ
ク
マ
ン

の
起
案
に
際
し
て
参
考
に
し
た
資
料
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
主
に
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。
第
一
は
、
「
ア
メ
リ
カ
公
衆
衛
生
会

誌

(
A
m
e
r
i
c
a
n
J
o
u
r
n
a
l
 of P
u
b
l
i
c
 
H
e
a
l
t
h
)
 
一
九
七
一
年
四
月
号
」

の
記
事
に
お
け
る
「
（
三
半
期
の
）
第
一
半
期
に
お
け
る
合

法
的
中
絶
に
よ
る
リ
ス
ク
は
、
分
娩
期
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
低
い
」
と
の
記
述
で
あ
り
、
第
二
は
、
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
誌

(70) 

一
九
七
―
一
年
六
月
号
」
に
お
け
る
世
論
調
査
の
結
果
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
第
二
の
ギ
ャ
ロ
ソ
プ
誌
に
お
け
る
憔
論
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
同
誌
で
は
、
「
中
絶
手
術
の

決
定
権
を
、
当
該
妊
婦
と
担
当
医
師
の
両
者
の
み
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
か
？
」
と
い
う
質
問
項
目
に
関
し
て
、
賛
成
が
約
六
四
％
に

（
無
回
答
約
五
％
）
と
、
妊
娠
中
絶
へ
の
一
般
国
民
の
支
持
が
反
対
に
比
べ
て
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
と
い
う
結

(71) 

果
と
な
っ
た
。
実
際
に
、
判
決
の
執
筆
者
で
あ
る
ブ
ラ
ソ
ク
マ
ン
判
事
は
、
こ
れ
ら
を
参
考
資
料
と
し
て
保
管
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と

か
ら
、
シ
ー
ゲ
ル
は
、
同
判
決
が
、
こ
の
調
壺
の
結
果
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

シ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
、
「
民
主
的
立
憲
主
義
」
に
お
い
て
重
要
な
視
点
は
、
連
邦
最
高
裁
が
「
法
の
支
配
」
に
基
づ

す
な
わ
ち
、
民
主
竺

対
し
て
、
反
対
は
約
三
一
％

trJ
エ
が
夫
婦
に
の
み
認
め
て
い

rrJ
尺
な
も
の
を
除
い
て
は
、

政
治
過
程
及
び
ー

,
'
’
応
じ
る
と
い
う
「
離
れ
詈
…

て
「
反
多
数
工
ー

ー
て
き
た
か
を
理
解
す
る

(
H
a
r
r
y
 A
n
d
r
e
w
 B
l
a
c
k
m
u
n
)

判
事
が
、
同
判
決

ー
：
い
ば
、
医
療
機
関
(69) 

で
き
る
と
し
た
。
こ

VJ
で
あ
っ
た
。

ね
い
て
は
、

グ
リ
ス
ウ
ォ
ル

¥
／
は
胎
の
健
康
」

66 (5-69) 941 [2017. l] 



や
や
概
論
的
に
な
る
が
、

しl

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

一
般
国
民
が
選
挙
や
社
会
運
動
に
お
い
て
、
自
ら
の
憲
法
に
関
す
る
主

張
に
基
つ
く
影
響
を
明
示
的
ま
た
は
暗
示
的
に
与
え
よ
う
と
試
み
、
②
そ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
議
会
や
連
邦
最
高
裁
と
い
っ
た
公
職
者

の
側
が
、
状
況
に
応
じ
て
、
彼
ら
の
主
張
を
受
容
又
は
拒
否
す
る
と
い
っ
た
反
応
を
示
す
こ
と
で
、
③
こ
れ
ら
の
複
雑
な
相
乗
作
用
に

よ
っ
て
合
衆
国
憲
法
の
具
体
的
な
意
味
内
容
が
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
、
と
い
う
循
環
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
連
邦
最
高
裁
は
、

こ
の
立
憲
的
循
環
と
で
も
形
容
す
べ
き
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
も
、
特
別
な
権
威
を
こ
れ
ま
で
保
持
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
連
邦
最
高
裁
が
、

（
憲
法
上
の
）
重
要
な
社
会
的
価
値
を
政
府
の
逸
脱
か
ら
保
護
す
る
存
在
で
あ
る
と
市
民
か
ら
見
な
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
連
邦
最
高
裁
の
権
威
が
、
最
終
的
に
は
市
民
に
よ
る
椙
頼
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
連
邦
議
会
及
び
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
憲
法
保
障
を
実
効
化
さ
せ
て
い
く
上
で
は
、

治
及
び
憲
法
に
対
す
る
無
関
心
と
無
知
を
克
服
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
政
治
的
争
点
に
対
す
る
一
般
的
知
識
の
み
な

イ

犬

兄、
、
ノ
し

ヽヽ

ム

、

メ

デ

ア

＼
一
れ
ま
で
｝

□

い
／
い
立
憲
王
義
」
が
曲
が
り
芯
ICI
ー，

で
の
学
校
教
育
課
程
、

＂＼ 方

J
 

、
我
が
国
の
立
憲
制
度
の

I' ) 

□

11T
も
有
す
る
必
要
が
あ
る

「
民
主
的
立
憲
主
義
」
が
前
提
と
す
る
の
は
、
①
最
初
に
、

「
民
主
的
立
憲
主
義
」

に
お
け
る
立
憲
的
循
環
の
重
要
性

し
て
の
憲
法
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

、
合
衆
国
の
立
憲
制
に

七

n2
仁艮

で
は
、
本
章
に

本
章
の
小
括

巫
＼
、
以
上
の
三
人
の
論
者
[
々

り〉

し¥

ー
民
主
的
立
憲
王
義
」

?
：
う
し
た
循
環
を
支
え

や
は
り
、
合
衆
国
民
が
自
ら
の
政

11
バ□
2

に
は
、
立
憲
文
化
を
基
叫
□

"

(75) 

い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
ー

（阪大法学） 66 (5-70) 94;> 



()る「人民」の位相（三・完）

ー
で
、
市
民
と
し
て
の

L
R
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

理
解
を
目
標
と

u
c
a
t
i
o
n
 11 
L
R
E
)

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

合
衆
国
の
立
憲
文
化
に

＇
い
し
機
能
し
て
き
た
条
件
と

~
~
 
人
~
，
＂
ー

が
学
習
さ
れ
て
い
ス

(critical 
t
h
i
n
k
i
n
g
;
 

）
で
は
、

基
礎
的
な
法
制
度
を
理
□

ー

よ
ず
、
①
市
民
性

合
衆
国
に
お
け
る
憲
法
教
育
に
は
、
確
か
に
ド
ネ
リ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
司
法
権
の
優
越
」
思
想
に
偏
っ
た
側
面
が
あ
る
点

一
九
八
六
年
の
統
計
調
査
に
よ
れ
ば
、
合
衆
国
に
お
け
る
一
般
国
民
の
中
で
、
①
憲
法
が
修
正
可
能
及

び
陪
審
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
人
は
約
八
三
％
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
、
③
修
正
第
一
条
の
権
利
を
正
確
に
答
え

た
人
は
約
七
五
％
で
あ
り
、
④
（
身
柄
拘
束
を
受
け
た
被
疑
者
の
尋
問
に
お
い
て
、
当
人
の
黙
秘
権
を
認
め
た
）
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
の
内

容
を
理
解
し
て
い
た
人
は
約
四
五
％
、
前
述
の
ロ
ー
判
決
に
つ
い
て
は
約
三

0
％
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
平
均
的
な
合
衆
国
民

の
憲
法
理
解
は
、
実
際
に
は
相
当
程
度
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
合
衆
国
民
の
憲
法
理
解
を
支
え
る
の
は
、
同
国
に
お
け
る
独
自
の
法
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
同
国
の
小
中
高
に
お
い

て
は
、
公
民
教
育
と
は
別
に
、
法
教
育
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
政
府
に
よ
る
助
成
に
基
づ
き
、
主
に

(77) 

民
間
団
体
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
小
学
校
か
ら
高
校
段
階
に
お
け
る
法
教
育
は
、
「
法
関
連
教
育

(
L
a
w
-
R
e
l
a
t
e
d
E
d
'
 

興
味
深
い
こ
と
に
、
近
年
の

L
R
E
に
お
い
て
は
、
単
な
る
法
律
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
の
教
授
に
留
ま
ら
ず
、
①
市
民
性

(citi
,
 

z
e
n
s
h
i
p
)
、
②
批
判
的
思
考
力

(critical
t
h
i
n
k
i
n
g
)
、
③
（
多
様
な
）
価
値
理
解

(
v
a
l
u
e
'
s
o
r
t
i
n
g
)

等
の
涵
養
か
志
向
さ
れ
て
い

口
ハ
…
荘
協
玖
育
の
在
り
方
を
検

□

ー

、
市
民
と
し
て
の
権
利
）
＇
）

11
＂

し‘

゜
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下
支
え
す
る
上
で

;
，
＼
尺
，
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
FII□

ら
へ
の
寛
容
さ
を
養
う
こ
と
で
あ
る
。

。
も
っ
と
も
、
そ
の

(value'sorting)

と
ー

り〉

]
え
よ
ふ
つ
。

111
口
憲
法
教
育
は
、
そ

た
め
に
は
、

常
〗
ぃ

お
け
る
、
思
想
お
よ

(/>

入
主
政
治
に
お
け

よ
る
教
化
を
行
っ

の
理
解
が
志
向
さ
れ
る

の
た
め
の
適
切
な
情
報
向
長
い

の
妥
当
性
へ
の

以
後
に
、
③
（
多
様
な
）

）
且
冬
ヵ
牛
と
し
て
、

/
1
1で
は
月

ー
」
基
づ
く
思
考
技
術
の

I' ) 

）
こ
で
も
ま
た
、

し¥

こ
で
の
目
標
は
、
特
定
の
価
値
判
断
に
対
す
る
優
劣
付
け
を
排
除
し
、
社
会
に
お
け
る
多
様
な
価
値
観
を
相
対
化
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

こ
れ
ら
の

L
R
E
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
批
判
的
検
討
力
お
よ
び
自
己
の
権
利
意
識
を
、
法
律
学
習
を
通
し
て
理
解
す
る
こ
と

(79) 

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
注
目
に
値
す
る
の
が
、
そ
の
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
、

座
学
と
し
て
、
高
校
の
授
業
で
は
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
に
関
す
る
判
例
を
実
際
に
読
み
、
事
実
と
理
由
付
け
を
要
約
さ
せ
る
。

ま
た
、
教
室
内
に
お
け
る
模
擬
裁
判
を
通
じ
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
の
体
験
や
、
弁
護
士
事
務
所
等
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
に

よ
る
、
実
際
の
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
仕
方
や
そ
の
運
用
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
同
。
フ
ロ
グ
ラ

ム
に
お
け
る
実
践
的
な
内
容
は
、
児
童
の
学
習
に
対
し
て
一
定
程
度
の
教
育
効
果
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
同
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

小
学
校
六
年
次
の
児
童
が
、
合
衆
国
憲
法
に
お
け
る
自
由
・
正
義
・
平
等
と
い
っ
た
概
念
を
相
当
程
度
に
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

(80) 

る
と
さ
れ
て
い
る
。

合
衆
国
に
お
け
る
憲
法
保
障
は
、
本
章
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
最
高
裁
が
、
立
法
、
行
政
及
び
人
民
と
の
共
同
を
通
じ
て
達
成
し
て

き
た
。
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
憲
法
に
関
す
る
当
事
者
間
の
対
話
を
通
じ
て
、
双
方
の
適
切
な
均
衡
を
探
求
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

（阪大法学） 66 (5-72) %1 



()る「人民」の位相（三・完）

る
に
、

ニ
，
批
判
さ
れ
て
き
た
に
も
か

る
可
能
性
は
仰
い

し
て
基
本
的
な
姿
勢
を
変
化
｀
]
叶
〕

し¥ し＼

る。

の
判
断
を
下
し
て
い

＞
 

？
ミ
％
？
し
た
最
高
裁
の
違
憲
審
査

一
貫
し
て
学
界

(85) 

ー
，
芦
兄
受
け
ら
れ
な
い
。

件
に
留
ま
っ
て
い
る

お
わ
り
I
I

研
究
の
在
り
方
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
得
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
若
干
な
が
ら
触
れ
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、

属
す
る
が
、
二

0
一
四
年
―
二
月
一

0
日
に
施
行
さ
れ
た
国
家
機
密
に
対
す
る
保
護
を
目
的
と
し
た
特
定
秘
密
保
護
法
に
関
す
る
、
国

内
で
の
一
連
の
動
向
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
同
法
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
お
け
る
軍
事
上
の
機
密
保
持
の
為
に
必
要
で
あ

る
と
の
声
も
間
か
れ
る
が
、
主
に
、
①
特
定
機
密
の
指
定
範
囲
が
曖
昧
で
あ
り
、
②
機
密
指
定
に
対
す
る
第
三
者
機
関
の
チ
ェ
ッ
ク
体

(82) 

制
が
不
在
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
と
り
わ
け
、
報
道
機
関
等
の
表
現
の
自
由
を
侵
害
す
る
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し

(83) 

た
危
惧
か
ら
、
同
法
に
対
し
て
は
各
地
で
違
憲
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
二

0
一
五
年
九
月
一
九
日
に
は
、
国
家
存
立
危
機
事
態
な
ど
の
限
定
的
な
条
件
の
下
で
あ
れ
、
事
実
上
の
集
団
的
自
衛
権

584) 

の
行
使
を
可
能
と
す
る
安
全
保
障
関
連
法
が
国
会
で
成
立
し
た
。
周
知
の
通
り
、
こ
れ
ら
の
両
法
に
対
し
て
は
、
法
案
段
階
か
ら
そ
れ

ら
の
合
憲
性
に
対
す
る
疑
義
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
現
在
の
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
立
憲
体
制
か
ら
の
大
き
な

転
換
・
逸
脱
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
周
知
の
通
り
、
我
が
国
の
最
高
裁
に
お
け
る
法
令
違
憲
判
決
は
、
戦
後
七

0
年
超
の
期
間
に
お
い
て
も
な
お
九
例
一

0

（二

0
一
六
年
三
月
時
点
）
。
な
お
か
つ
、
わ
が
国
の
最
高
裁
は
、
精
神
的
自
由
の
領
域
に
関
し
て
は
未
だ
に
法

、
本
稿
に
お
い
て

〈
口
衆
国
に
お
け

い
さ
さ
か
旧
聞
に

の
わ
が
国
に
お
け

66 (5-73) 945 [2017. l] 



わ
が
国
の
憲
法
学
も
閲
八

な
い
だ
ろ
う
か
。
む
し

の
み
な
ら
ず
、
わ
が
国
の

は
困
難
な
よ
う
に
思
わ

叫
IiJ
自
由
権
の
領
域

う
し
た
司
法
消
極
主
義
[
i□

口
し＼

[LI 

if 

＼
 

こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
：

い
民
主
的
社
会
循
丁

(/>

If 

か
を
考
察
し
て
い

入
＼
＼
，

I

こ
民
主
的
正
統
性
に
基
づ

ヮ
逃
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い

こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
途
中
の
短
い
政
権
交
代
の
期
間
を
除
い
て
、
戦
後
か
ら
お
よ
そ
六

0
年
に
わ
た
っ
て
国
会
に

お
け
る
多
数
派
を
占
め
て
き
た
自
由
民
主
党
は
、
自
主
憲
法
制
定
を
一
貰
し
て
主
張
し
て
お
り
、
現
行
の
日
本
国
憲
法
に
対
し
て
も
批

判
的
な
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
状
況
に
あ
っ
た
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
も
同
じ
く

(86) 

険
し
い
道
の
り
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
本
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
人
民
立
憲
主
義
論
を
巡
る
議
論
か
ら
は
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な

示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
わ
が
国
の
憲
法
学
に
お
け
る
司
法
中
心
主
義
の
在
り
方
に
対
す
る
相
対
化
の
視
点

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
裁
判
所
に
お
け
る
違
憲
審
査
の
存
在
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
憲
法
実
践
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
「
人
民
」
が
果

た
し
て
き
た
役
割
や
影
響
を
忘
却
し
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
合
衆
国
に
お
け
る
憲
法
保
障
を
進
展
さ
せ
て
き
た
の
は
、
本
稿
に
お
い

て
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
連
邦
議
会
に
よ
る
公
民
権
法
等
に
よ
る
「
権
利
の
民
主
化
」
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
（
第
二
章
第
二

節
）
、
ま
た
、
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
違
憲
判
断
に
対
す
る
社
会
運
動
の
成
果
で
あ
っ
た

（
第
二
章
第
三
節
）
。

と
り
わ
け
、
違
憲
審
査
の
活
性
化
に
関
し
て
言
え
ば
、
潜
在
的
な
政
治
課
題
を
、
実
際
の
憲
法
上
の
争
点
へ
と
昇
華
さ
せ
う
る
よ
う

な
回
路
を
創
出
す
る
こ
と
が
、
迂
遠
で
あ
っ
て
も
そ
の
前
提
条
件
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
理
解
で
き
よ
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
連
邦
最

入
さ
れ
た
道
は
、
国
会
の

八
憲
無
効
判
決
も
含
め
た
）

の
下
で
は
、
憲
法
上

しぶ

’
□

り
）
る
実
質
的
保
障
を
期
待
；
八

の
自
由
を
初
め
と
す
る
¥
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政
治
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関
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も
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低
調
傾
向
に
あ
る
。
パ
ソ
ト
ナ
ム
に
よ
る
全
米
四
一
万
人
を

対
象
と
し
た
回
答
調
査
に
よ
る
と
、
①
一
九
九

0
年
代
に
お
け
る
全
米
の
政
治
集
会
へ
の
参
加
者
数
は
、
一
九
七
0
年
代
の
約
半
分
で
あ
る
。
②

同
様
に
、
一
九
九
0
年
代
に
お
け
る
全
米
各
地
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ヘ
の
参
加
者
数
は
、
一
九
じ
0
年
代
に
比
べ
て
四
割
も
減
少
し
て
い
る
。

③
逆
に
、
選
挙
以
外
の
政
治
活
動
に
は
全
く
関
わ
ら
な
い
人
の
割
合
は
、
一
九
じ
0
年
代
に
比
べ
て
一
九
九
0
年
代
で
は
約
三
三
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い
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め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

開
等
に
お
け
る

「
人
民
」

の
憲
法
実
践
と
そ
の
影
響
の
分
析
に
関
す
る
具
体
的
考
察
に
つ
い
て
は
、

1
9
7ー

9
9
(
2
0
0
4
)
.
 

紙
幅
等
の
関
係
か
ら
も
、

稿
を
改

あ
る
こ
と
は
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
近
年
の
わ
が
国
の
憲
法
学
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
憲
法
に
お
け
る
「
人
民
」

の
位
相
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
直
す
観
点
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
政
治
過
程
及
び
判
例
の
展

の
展
開
が
、

し
に
な
る
が
、

お
い
て
改
め
て
問
わ
れ

に
よ
る
憲
法
実
践

ー
＞
る
。
少
な
く
と
も
、

ハ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に

~
、
\
”

§

t

 

i
ぷ

必
ー

{
：
阜
要
な
契
機
あ
る
い
は
局
口

J

き
た
合
衆
国
に
お
け

よ
び
憲
法
意
識
が
、
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裁
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る
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（
翌
こ
の
主
張
に
つ
い
て
の
最
も
説
褐
的
な
事
例
と
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ン
が
こ
こ
で
提
示
す
る
の
が
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全
米
障
害
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差
別
禁
止
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i
c
a
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w
i
t
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A
c
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の
事
例
で
あ
る
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一
九
九

0
年
に
刷
定
さ
れ
た
同
法
に
お
い
て
は
、
当
時
約
四
三

0
0
万
人
余
り
に
の
ぽ
る
、
合
衆

国
内
に
お
け
る
身
体
障
害
者
あ
る
い
は
精
神
障
害
者
に
対
す
る
差
別
が
、
「
雇
用
、
住
居
、
住
宅
供
給
、
教
育
、
輸
送
機
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
組
織
化
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
投
累
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
」
に
お
い
て
継
続
さ
れ
て
い
る
と
い
う

連
邦
議
会
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
私
人
で
あ
る
雇
用
主
や
州
及
び
地
方
政
府
に
よ
る
障
害
者
に
対
す
る
差
別
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
注
目

に
値
す
る
の
は
、
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
は
、
障
害
者
は
、
平
等
保
護
条
項
の
下
で
の
「
疑
わ
し
き
分
類

(
s
u
s
p
e
c
t
class)
」
と
は
こ
れ
ま
で

一
度
も
認
め
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
彼
ら
を
差
別
す
る
州
並
び
に
地
方
政
府
に
つ
い
て
は
全
く
憲
法
上
の
問
題
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

S
e
e
id. 
at 2
8
5ー

8
6
.

(54)

こ
の
点
に
関
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ン
の
「
権
利
の
民
主
化
」
論
は
、
サ
ン
ス
テ
ィ
ン

(
C
a
s
s

R. 
S
u
n
s
t
e
i
n
)

に
よ
る
、
共
和
主
義
的
熟
議
民

主
政
観
に
基
づ
く
「
司
法
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム

(judicial
m
i
n
i
m
a
l
i
s
m
)
」
論
と
の
親
和
性
を
有
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
サ
ン
ス
テ
ィ
ン
の
主
張

に
つ
い
て
は
、

S
e
e
C
a
s
s
 
R. S
u
n
t
e
i
n
,
 T
h
e
 Partial C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
 (
1
9
9
3
)
.
 
ま
た
、
彼
の
「
司
法
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
」
を
詳
細
に
検
討
し
た
論
考

と
し
て
、
早
瀬
勝
明
「
裁
判
所
に
よ
る
憲
法
解
釈
と
理
論
」
阪
大
法
学
五
一
巻
六
号
一
五
三
頁
以
下
（
二

0
0
二
年
）
、
金
澤
孝
「
C
a
s
s

R. 

S
u
n
s
t
e
i
n
の
司
法
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
一
考
察
□

＼
，
山
」
早
稲
田
大
学
法
学
研
究
論
集
一

0
九
号
二
五
頁
、
同
―

1
0
号
八
一
頁
、
同
一

―
一
号
五
一
頁
、
同
一
―
二
号
二
九
頁
以
下
（
二

0
0
四
年
）
参
照
。

(55)

一
九
六

0
年
代
を
通
じ
て
、
合
衆
匡
史
上
最
も
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
を
維
持
し
続
け
た
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
の
首
席
裁
判
官
で
あ
っ
た
ウ

ォ
ー
レ
ン
を
指
名
し
た
の
げ
•
ー
ヘ
バ
ワ
ー

(
D
w
i
g
h
t

D
a
v
i
d
 EiJ

ー
，
い
っ
た
。
だ
が
、
彼
は
後
に
ウ
ー

レ
ン
首
席
裁
判
官
の
指
名
[
I
I
V
l
1

て

い

た

と

言

わ

れ

て

い

る

。

ヘ

111
（
ー
ロ
の
意
図
に
反
す
る
か
た
ち
で
．

邦
最
高
裁
の
裁
判
官
に
よ
7

口

い

こ

と

の

理

論

的

検

討

に

つ

い

メ

11
，
り
連
邦
最
高
裁
に
お
け
る
『
法

『
政
治
」
の
相
剋
」
阪
大
王
[
J

下
（
二

0
一
四
年
）
参
照
。

[
,
 TTCES: 
PRESJIJENTJ!¥L P
o
u、<
i

〉

O
F
 S
u
P
R
E
¥
I
E
 C
m
m
T
 N
o
1
v
o
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Griffin, s
u
p
r
a
 note 

ミ）
S
e
e
 R
e
v
a
 B. 
Siegel. 

R
m
.
 297, 3
0
0
-
0
6
 (2002). 

究
Id.
at 306-15. 

哀
）
心
{
:
:
!
,
,
{
旦
＇
「
＜
田
栄
応
捏
m
愁
俎
」
勾
竺
＇
癖
弄
{DII'
牛
謡
g
午
ぷ
弓
お
丑
鈴
卜
粛
翠
紳
旦
弓
0
い
患
昔
約
.
;
:
;
'
ぐ
口
嵌
国
し
ぶ
亡
心
芯
俎
C
要
開
し

ま
パ
蒜
皇
知
土
走
悴
C
亭
悴
叫
赳
芸
ご
は
l.!;::
ぐ
り
叫
如
皿
ご
心
⇒
心
阿
蛙
¥0
母
心゚

忘
）
L
l
'
W
A
 G
R
じじ
'HIOUSE
&
 R
m
 
A
 B. 
SmcEL, B

凶
O
R
E
R
o
じ
V.
W
A
D
E
 4
-
2
5
 (2012). 
+0
召
唸
ご
叫
心
と
ご
旦
軍
戸
如
寮
面
⇒
心
C
竺
＇
式
←

C
I
 I
 I麦
¥0
母
い
心
：
ド
ー
や
,
¥

7"
麦
＇
ゃ

~
1
'
ヤ
全

11
ド
素
＇
口
口

il';:,_素
,
1卜
il'
が
吋
卜
素
,
・:,¥ 
m
 -·:,\~

 素
＇
ゃ
，
＼
全
ぺ
素
,
'
I
\
~
ー
il'

入
ユ
王
'
r
,
r
,入
，
＇
、
〉゚
凶
ー
王
,
Jj
吋
ー
・
ペ
サ
入
17
王
,
"
'
ー
ペ
・
や
口
ii''C"'t"
王
,
Cf'
心
ぺ
・
来
口

ii''t"'t"
王
’
令
ト
ー
，
;
入
J
j
~
王゚

(CC:) 
Id. 
at 3-4. 

（さ）
Id. 
at 2
7
0
-
79. 

ぼ
）
Id. 
at 
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0
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()る「人民」の位相（三・完）

り
合
衆
匡
で
の
公
民
権
置
い
＇

に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
門
・
汀
＼

学
』
（
日
本
評
論
社
、
二

0

バ
9,

14) 
P
o
s
t
 &
 Siege[. 
娑
箋
二
．
”

(75) 
S
e
e
 T
o
m
 Do
n
n
e
l
l
y
.
 M
a
k
i
n
g
 P
ミ
）
ミ
a
r
C
ミ～
stzt
ミ
m
m
1
[
z
s
m
 
W, ミ斉
W
i
s
.
L. R
E
¥
.
 1
5
9
.
 1
8
4ー

8
5
(
2
0
1
2
)
.
 

(76) 
M
I
C
H
A
E
L
 
X• 

D
E
L
L
I
 C
A
R
P
I
N
I
 &
 S
c
o
r
r
 K
E
E
T
E
R
,
 W
H
A
T
 
A~IERICANS 

K
'
J
O
W
 A
B
O
U
T
 p
 C)に、
l
,

!CS 
A
N
D
 W
I
I
Y
 h
 M
A
T
T
E
R
S
 7
 0ー

71
(
1
9
9
6
)
.
 

(
7
7
)三
谷
晋
「
米
国
に
お
け
る
法
教
育
に
つ
い
て
」
沖
縄
大
地
域
研
究
二
号
一

0
七
~
1
0

八
頁
（
二
0
0

六
年
）
。

(78) 
S
e
e
 M
a
r
k
 C. A
l
e
x
a
n
d
e
r
.
 L
a
翠
ぎ
言
d
E
d
i
百
言
こ
苓
こ
匂
塁
言
's
Students. 2
0
 O
m
o
 N. U. R
戸
5
7
.
8
2ー

8
8
(
1
9
9
3
)
.
 

(79) 
I
d
・
a
t
 7
7ー

80・

(80)

三
谷
・
前
掲
註

(
7
7
)
-
―
―
¥
'
一
七
頁
。
現
在
の
合
衆
匡
に
お
け
る

L
R
E
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
八
年
に
合
衆
匡
連
邦
司
法

省

(Judicial
B
r
a
n
c
h
 of t
h
e
 F
e
d
e
r
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
)

が、

L
R
E
を
行
う
民
間
団
体
に
資
金
助
成
を
閲
始
し
た
こ
と
で
あ
る
。

(81)

具
体
的
に
、
同
法
て
は
、
①
防
衛
、
②
外
交
、
③
ス
パ
イ
活
動
及
び
大
量
破
壊
兵
器
の
密
輸
出
入
の
防
止
、
④
テ
ロ
防
止
の
四
分
野
に
お
い

て
、
安
全
保
障
上
の
機
密
情
報
を
漏
ら
し
た
者
に
対
し
、
最
長
で
一

0
年
の
懲
役
を
科
す
と
と
も
に
（
特
秘
法
二
四
条
一
項
）
、
情
報
を
得
る
た

め
に
公
務
員
等
に
秘
密
を
漏
ら
す
こ
と
を
教
唆
し
た
者
に
対
し
て
も
最
長
で
五
年
の
懲
役
を
科
す
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
（
同
法
二
五
条
一
項
）
。

ま
た
、
同
法
の
秘
密
指
定
権
限
は
一
九
の
省
庁
が
有
し
て
お
り
（
同
法
二
条
）
、
指
定
期
間
は
最
長
三

0
年
ま
で
延
長
で
き
る
上
に
、
「
や
む
を
得

な
い
場
合
」
に
は
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
最
長
六

0
年
ま
で
の
秘
密
指
定
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
（
同
法
四
条
）
。

(82)

同
法
に
お
け
る
憲
法
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
主
な
も
の
と
し
て
、
村
井
敏
邦
他
編
『
特
定
秘
密
保
護
法
と
そ
の
先
に
あ
る
も
の
」
（
日

本
評
論
社
、
二

0
一
四
年
）
、
海
渡
雄
一
他
編
『
秘
密
保
護
法
何
が
問
題
か
」
（
岩
波
書
店
、
二

0
一
四
年
）
、
青
井
未
帆
『
匡
家
安
全
保
障
基
本

法
批
判
」
（
岩
波
書
店
、
二

0
一
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

83)

実
際
に
、
二

0
一

四

午

ー

4
1
ロ
ー
1

ヽ
ー
〔
産
党
・
社
民
党
等
に
よ
り

lfl'ぶ
口
，

に
は
、
当
時
の
民
主
党
と
吋
ふ
ロ
バ

t」I
：
ゾ
ー

J
’□l
j
l
'
密
保
護
法
施
行
廷
朗
法
案
」
~
胃

84)

同
法
の
違
憲
性
を
指
竺
ぅ
'

0

又
□

J冷
;
¥
“
I
□

[

t

'

如
暖
が
無
い
が
、
主
に
、
木
ザ
＂
八

二
0
一
五
年
）
、
長
谷
部
悲
11
／
□

（
有
斐
闇
、
二

0
一
五
年
）
¥

ー
ー
た
人
民
の
「
動
員
」
に
よ
ス

い
ー
主
義
観
の
変
容
」
本
秀
紀
編

八
只
も
参
照
。

か
、
ま
た
、
同
年
―
一
月
一

い
る
。

,t□

1
1
,
i
l
,
'
/
|
2
な
ぜ
違
憲
な
の
か
」
（
晶
か

ミ
ナ
ー
新
・
総
合
特
集
シ

つ
い
て
は
、
木
下
智
史
「
令

":11

お
け
る
民
主
主
義
の
変
容
と
l
]
j巫
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ズ
7

安

保

関

連

法

総

堺

ロ

ニ

0
一
五
年
）
等
を
参
照
L

80)

も

っ

と

も

、

宍

戸

常

ギ

:

四

[

、

つ

て

か

ら

の

違

憲

判

断

の

事

1
/

な
変
化
を
見
出
し
て
い
る
。

宍
戸
常
寿
「
最
高
裁
と
『
吾
ー
、
ー
]

□

年

時

報

八

二

巻

四

号

五

七

頁

“

‘

棟

居

快

行

は

、

前

述

の

存

外

，

ロ

人
規
定
違
憲
判
決
に
関
し
テ
，
口
の
保
障
で
は
な
く
原
告
に
対
＇
ゾ
〗

1
必
／
、
口
伽
位
確
認
に
留
ま
っ
た
こ
と
を
f
l
1
1

と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
司
法
審
査
の
領
域
が
社
会
に
対
し
て
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
意
味
で
の
「
小
さ
な
司
法
」
の
枠
内
に
お
け
る
動
き
と

し
て
説
明
し
て
い
る
。
参
照
、
棟
居
快
行
「
最
高
裁
は
何
処
へ
？
・
司
法
権
の
現
状
と
将
来
」
憲
法
問
題
一
九
号
六
八
頁
（
二

0
1
0

年）。

(86)

こ
の
点
に
関
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
憲
法
訴
訟
論
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
芦
部
信
喜
も
、
「
議
会
に
ま
か
し
て
お
け
ば
国
民
の
権
利
・
自

由
は
は
と
ん
ど
守
ら
れ
る
ん
だ
、
と
い
う
よ
う
な
状
態
に
は
な
い
」
と
匡
会
の
実
状
に
対
す
る
不
信
感
を
露
に
し
て
い
た
。
参
照
、
芦
部
信
喜

『
司
法
の
あ
り
方
と
人
権
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
三
一
頁
。

(87)

わ
が
匡
に
お
い
て
も
、
周
知
の
通
り
、
い
わ
ゆ
る
特
定
秘
密
保
護
法
や
安
全
保
障
関
連
保
法
案
の
制
定
に
対
応
し
て
、
「
個
人
の
自
由
と
多

様
性
を
尊
重
し
、
立
憲
主
義
を
擁
護
す
る
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
を
求
め
、
個
人
の
尊
厳
か
尊
重
各
れ
る
社
会
」
に
向
け
て
の
政
策
提
言
を
目
的
と
し

た、

R
e
D
E
M
O
S

(
代
表
は

S
E
A
L
D
s
の
奥
田
愛
基
氏
）
と
呼
は
れ
る
団
体
が
設
立
さ
れ
た
。
参
照
、
水
上
貴
央
「
立
憲
民
主
主
義
促
進
法

R
e
D
E
M
O
S
か
ら
の
立
法
提
言
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
三
三
号
六
ー
八
頁
（
二

0
一
六
年
）
。
ま
た
、
近
時
に
お
け
る
、
こ
う
し
た
反
立

憲
主
義
と
も
い
う
べ
き
政
治
動
向
に
関
す
る
簡
潔
な
要
約
と
し
て
は
、
横
尾
日
出
雄
「
今
日
の
国
政
状
況
に
お
け
る
憲
法
問
題
」
中
京
ロ
ー
シ

ャ
ー
ナ
ル
ニ
三
号
三
一
＼
四
二
頁
（
二

0
一
五
年
）
な
ど
も
参
照
。
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